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コメディカルスタッフの活躍を追う
看護師
院内外における糖尿病看護認定看護師としての活動

法月章子



議繍：

緯箪

はじめに

2007年の同民健康･栄養調査で‘糖尿病が強く疑われ

る人と糖尿病の可能性を否定できない人は，あわせて約

2.200万人にのぼった“また．メタボリックシンドロー

ム（内臓脂肪症候群)が強く疑われる者とその予備群は，

40～74歳の男性の２人に１人，女性の５人に１人と推

計され，いずれも増加傾向にある，糖尿病をはじめとす

る生活習慣病やその合併症の増加高齢化などから，医

療費や社会保障費の増大は社会問題となっている厚生

労働省は，2008年度から特定健康診査･特定保健指導を

実施することで，メタポリックシンドロームの該当者。

予備軍を2015年までに25％減少させることを目標とし‘

医療費適正化計画を打ち出している

一方，慢性疾患管理は，要介護高齢者を増加させない

ためにも重要な課題である．高齢者は，虜宅や入所施設

での慢性疾患管理のコントロール不良による急性増悪の
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第１１回看護師
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ための再入院が多く，合併症を増やし，かつ重症化しな

がら入退院をくり返していると考えられる．これは，外

来における患者教育が不十分であること，社会資源の適

切な利用，調整の不足があると考えられ，医療者の知識

や療養指導の向上が求められる．

そこで，糖尿病看護認定看護師としてこれまで携わっ

てきた一;～三次予防の活動を報告し，今後の慢性疾患管

理と地域連携について考えてみたい．

箪騨

認定看護師の役割》

認定看護師には,｢実践」「指導」「相談（コンサルテー

ション)」の３つの役割がある．

実践：糖尿病患者に関する情報を多面的･総合的にと

らえ。患者とともに考えながら患者個々の自己管理の意

味を見出し，適切な方法を試行錯誤し，患者が自己を客

観視し，能力を十分に発揮できるように援助する

指導：外来でも病棟でも，患者や家族，医療スタッフ
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